
持続可能な地域の創生
～コロナ禍を克服し、民間の挑戦で、地域の未来を切り拓く～

会津若松商工会議所



総括的概要

１．要望活動
関係団体と連携し、事業所支援、経済再生に関す

る要望を国・県・市に対し重ねて行ってきたところ、
緊急経済対策等でほぼ実現に至りました。

２．事業所支援
①マル経融資利子補助、②中小企業活力アップ

補助金、③SOS掲示板を独自に新設し、行政の支援策プラスこの３本柱で徹底した事
業所支援を行いました。特に、中小企業活力アップ補助金やマル経融資利子補助は申
請が殺到し、事業継続支援に大きな役割を果たしました。

また、国の持続化給付金、家賃支援給付金の申請支援会場が当所に設置されたため、
特別相談窓口を開設し、ワンストップ相談窓口としての機能も果たしました。

３．消費喚起事業
プレミアム商品券の発行により、幅広い業種で利用され、地域の景気刺激策とし

て経済活性化に大きく貢献しました。また、福島県の飲食店応援前払利用券（エール
券）事業、国のGo To イート食事券事業等に取り組み、飲食店支援に注力しました。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、管内経済は大混乱に陥りその対応策が急
務となりました。経営危機に直面する事業所支援を最優先し、創立80周年記念事業を
取り止め、その予算を充当しながら、役職員一同最大限の危機感を持って事業を遂行
いたしました。
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▲経済持ち直しのため、室井市⾧に
プレミアム商品券事業の支援を求め
た。（R2.7.31）



組織
－議員総会・部会・会員数－ 部会名 部会員数

小売商業部会 563
卸物流部会 119
工業部会 121
漆器部会 111
建設部会 568
醸造・食品製造部会 57
観光・旅客運送部会 389
金融部会 81
文化情報・サービス業部会 644

会員数合計 2,653

令和3年3月31日現在

組織率

46％
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▲栗林寿氏（㈱会津ゼネラルホール
ディングス相談役）を副会頭に選任し
た通常議員総会。退任する寺内専務
理事へ日商会頭感謝状を贈呈した。
（R3.3.23）

◆主な入会理由
①プレミアム商品券・・・・28件
②税務相談・・・・・・・・・18件
③情報収集・・・・・・・・・15件

◆主な脱退理由
①廃業・・・・・・・・・・・・・50件
②利用機会がない・・・・14件
③事業規模縮小・・・・・13件



新型コロナウイルス感染症対策事業①
－当所独自の補助制度等－
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マル経融資利子補助中小企業活力アップ補助金 SOS掲示板/PR掲示板
会員事業所が行う売上の維持や確保、

経営環境の変化に伴う対応など、事業
継続に向けた様々な取組に対し、最大
30万円（補助率3/4以内）を当所が
補助。
補助総額28,729千円（103件）

休業等により逼迫する事業所の円滑
な資金繰りを支援するため、マル経融
資の一部金利負担相当額（上限10
万円）を当所が補助。
補助総額2,578千円（68件）

特別セールや新サービスの情報をホー
ムページに集約し、一般消費者や業者
へ広く周知。（掲載79店）
また、ウィズコロナ・アフターコロナに向

け、事業所が取り扱うコロナ対策商品
等の情報も周知した。（掲載13店）



新型コロナウイルス感染症対策事業②
－消費喚起事業－
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飲食店応援前払利用券プレミアム商品券
◀会津若松市の支援を得て、プレミアム商
品券事業が実現。プレミアム率25％、発行
総額6億1,409万円、参加店843店と過
去最大規模となった。
幅広い業種で利用され、地域の景気刺

激策として経済活性化に大きく貢献した。
（利用期間:R2.11.16～R3.2.14）

Go To イート食事券

▲福島県と県内商工会議所・商工
会がタッグを組み実施。利用者が応
援したい飲食店の前払利用券を購
入することで、当該飲食店の運転資
金の確保と利用促進につなげた。当
管内の参加店は130店。
（利用期間:R2.6.1～R3.6.30）

▼新しい生活様式に対応しながら、飲食店
の需要喚起を目的とした国の事業。当所で
は参加店募集や食事券の販売を協力した。
当管内の参加店は217店。
（利用期間:R2.11.2～R3.6.30）



▲マスク・手袋各3,000枚を会津若松医
師会に寄贈したほか、会員事業所（抽選
により100事業所へ各50枚）、交通事
業者等（2,000枚）へ配布した。

新型コロナウイルス感染症対策事業③
－連携・広報－
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会津若松医師会・交通事業者
等へマスクを贈呈

「国の給付金」申請サポート会場との連携
◀電子申請が困難な方のための申請サポート会場が当所に設置された。
それに伴い、申請準備のための休日特別相談窓口を設置し、116件の相
談に対応した。
◆「持続化給付金」申請サポート会場
（R2.5.21～8.29）

◆「家賃支援給付金」申請サポート会場
（R2.7.15～R3.1.29）

◀毎月の会報やホームページのほか、市
民版会議所ニュースにて支援策を情報
提供。施策普及品でも早目の相談を呼
び掛けた。

▲地元飲食店の応援のため、関係
機関や会員事業所に対し、「出前の
日」の設定を呼び掛けた。



◆持続化給付金・家賃支援給付金、
福島県新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金・支援金、
会津若松市事業継続支援金・事業再開助成金等・・・・・・・・・・１,４７１件

◆給付金等申請支援休日特別相談窓口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６件
◆金融斡旋(マル経ほか)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２９件６７３,８５０千円
◆マル経融資利子補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６８件 ２,５７８千円
◆中小企業活力アップ補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０３件 ２８,７２９千円
◆補助事業申請支援

国）小規模事業者持続化補助金(一般型・コロナ型)・・・・・・ １３６件
県）ふくしま小規模企業者等いきいき補助金・・・・・・・・・・・・・ １６件

◆助成・補助事業
商店街空き店舗対策補助事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２商店街２事業所
見本市等出展助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８事業所

◆専門家による相談
伴走型小規模事業者支援推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４件
新型コロナウイルス対応のための経営相談体制強化事業・・・・ ４２件
雇用調整助成金等労務・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６３件
法律・事業承継・税務・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 延べ６５６件

◆集団指導(セミナー等)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８回
（コロナ対策支援施策活用、DXによる業務効率化等）

◆取引照会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３４件（県内２２・県外１２）

中小企業相談所の事業所支援
相談件数３,１４５件（月平均２６２件）

7

－経営指導員等
による伴走支援－



▲市建設業組合とともに新庁舎整備における
地元事業者の活用を室井照平会津若松市⾧へ
要望（R2.10.26）

意見・要望活動
－コロナ禍での事業所支援をはじめ

産業振興、道路整備などを要望－

▲原子力災害の風評払拭と支援策の継続、会
津地域のインフラ整備や観光振興策の強化等
56項目を内堀雅雄福島県知事へ要望
（R2.9.28）
＜会津方部商工観光団体協議会＞
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▶会津縦貫南道路の建設促進、
磐越道全線4車線化等を文書要望
（R2.7.30）
＜会津地区道路整備促進期成同
盟会＞

▲赤羽一嘉国土交通大臣（写真左から
2人目）にコロナ禍での会津観光の現
状を訴え、新たな観光素材の育成のた
めの補助制度の創設を求めた。
（R2.10.4）



▲農業女子が減農薬栽培の魅力や珍しい野菜の食べ方な
どを紹介し、市民や飲食店経営者等と交流を深めた。
＝「農業女子による野菜直売会」（Ｒ２.11.27）＝

部会・委員会活動①

▶来店者にソーシャルディスタ
ンスを呼び掛けるステッカーを作
製、配布した。

＝フロア誘導ステッカー
（R2.9月発行）＝
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◆小売商業部会

◆卸物流部会

▲ラッピングトラックが新たなデザインで完成。 市観光大使
でサムライ文化を世界へ発信する島口哲朗氏が監修した。
現在７台が会津の走る広告塔として活躍している。

＝「ラッピングトラック完成発表会」（Ｒ2.7.21）＝

▲会津医療センター感染管理認定看護師の小野寺
氏を招き、感染防止対策と、感染が発生した場合の
対応について理解を深めた。

＝新型コロナウイルス対策衛生セミナー
（R2.12.17）＝



部会・委員会活動②
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◆工業部会

◆漆器部会

▲会津漆器PRのため「会津初市」にブースを確保。５事業所
が出店した。 ＝初市に出店（R3.1.10）＝

▼縁起物の絵柄をあしらった会津塗盃を作製。コロナに苦しむ
飲食店へのエールとして進呈したほか、特別価格で販売するモニ
ターキャンペーンを実施した。

＝乾杯「盃」の商品開発に向けた調査研究（R3.1月）＝

▶ 「ゲンバ男子」事業
は、ものづくり業界のイ
メージアップや若者の地
元就職促進を目指して
いる。
若者が業界へ興味を

持つようなクリアファイル
を作製し、中学校卒業
者に進呈した（写真
右）ほか、企業が就職
フェア等で使用できるよ
うなタペストリーを作製し、
輩出企業へ配布した。
（写真下）



◀新型コロナウイルス感染防
止対策の一助として、食品を
取り扱う部会員へ希望調査を
行い、50事業所にアルコール
消毒液を配布。

18L（一斗缶）1本
又は

1L（プッシュボトル）3本
＝消毒液配布（R2.10）＝

▲会津若松市が目指す政府の未来都市「スーパーシティ」の区域指定について、建設業における
今後の可能性を学んだ。 ＝会津若松市「スーパーシティ」構想に関する勉強会（R3.3.26）＝

部会・委員会活動③
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◆建設部会

◆醸造・食品製造部会
▲新庁舎整備に関する視察会や勉強会をこれまで
6回開催。その集大成として、市建設業組合とと
もに地元事業者の活用を市⾧へ要望した。

＝新庁舎整備に関する要望（R2.10.26）＝

◆金融部会

▲話題の５Ｇやデジタルトランスフォーメーション、デジタル
技術の発達に伴ったセキュリティ事故対策について理解を
深めた。 ＝５Ｇオンラインセミナー（R2.11.30）＝



▶非対面ビジネスに欠かせないWeb会議
システムの体験セミナーを実施。多くの経営
者が参加した。

＝Zoom体験セミナー（R2.8.6）＝

部会・委員会活動④
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◆観光・旅客運送部会

◆文化情報・サービス業部会

▲様々な消費喚起事業が並行して実施される中、事業
者の混乱を防ぐために開催。Go To トラベルやイート、
エール券、プレミアム商品券について説明。
＝Go To キャンペーン事業等説明会（R2.10.21）＝

▲中国人インフルエンサー「王氏（胃袋娘）」の
SNSにて、会津の冬動画を配信。

＝観光プロモ―ション（R2.12月～）＝



▲会津若松市が目指す政府の未来都市「スーパーシティ構
想」の事業内容について、理解を深めた。
＝スーパーシティに関するタウンミーティング（R3.2.16）＝

部会・委員会活動⑤
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◆会津ブランド推進委員会

▲新たな委員会を発足。会員事業所と事務局のデジタル化
の推進と、会津若松市スマートシティの理解促進を図る。初
回の会議では、デジタル地域通貨や地域ウォレットについて学
んだ。 ＝委員会発足（R2.9.1）＝

◆デジタル化推進委員会

▲会津の対象宿泊施設に宿泊してアンケートに回答す
ると、抽選で5,670（コロナゼロ）名に会津の地場産品
が当たる「あいづあかべこキャンペーン」 。
プレゼント商品の一つに認定品セットが選ばれた。

▲会津の魅力がたっぷり詰まったギフトセットを企画。ギフト
セットは2種で、まんぷくセット（写真左3,000円）と庄助
セット（写真右5,500円）を用意。ともに梱包料・消費
税込。 ＝「史季彩再」ギフトセット発売（R2.8.1）＝



▲94名が参加した会員ゴルフ大会。交流を図りながら
爽やかな汗を流した。（R2.9.28、会津磐梯CC）

◀市・会津地方振興局・ハローワークより、新規高卒者
等の地元就職について要請を受け、コロナの影響が比較
的少ない業種を中心に早期の求人票提出を呼び掛けた。
（R2.6.5）

◀自衛隊にてドーラン
体験する中学生。

職業体験を行う中学
校に13事業所を紹介
した。
（R2.9.9～10月）
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雇用対策事業

◆日帰り人間ドック・助成金制度
会員限定の割引料金等で、会員事業所の福利厚

生を支援。146名が受診、35名が助成金を活用し
た。

◆生活習慣病予防健診
低廉な料金設定で、会員事業所の経営者や家族、

従業員の健康を守っている。163名が受診した。

会員・共済還元事業 ◆会員ゴルフ大会



▲人気の高い大型絵本など23冊を会津図書館へ
寄贈。（R2.10.16）

女性会／青年部
－それぞれの特⾧を活かした事業を展開ー

女性会（創立40周年） 青年部（創立35周年）

▲創立40周年を記念し、記念誌「なよ竹」・会
員名簿を発行。会員店舗・事務所の場所が一目
でわかるマップも作成。

▲創立35周年を記念し、東国原英夫氏がオンラ
イン講演。テーマは「新型コロナウイルスと地方
経済」（R2.11.27）

▲会津の歴史人物をキャラクター化した顔出しパ
ネルを市内7カ所に設置、新たな回遊ルートを策
定した。（R2.9.11） 15



会津方部商工観光団体協議会 会津ＥＵ協会 （公財）会津地域教育・
学術振興財団

商工団体・観光協会等38団体で組織し、
地域発展のため、各種要望活動を実施。
（▼要望事項の決起集会、R１年度）

地域レベルでヨーロッパとの文化交流に
貢献。（▼駐日EU大使と懇談）

地域の教育・文化及び学術研究の振興・
発展を目的に設立し、会津大生等を支援。
（▼助成学生報告会）

会津地区道路整備促進
期成同盟会

米沢・会津・小山地域
高規格道路建設促進期成会

福島県営会津武道館
建設促進期成会

地域の道路網整備を推進しており、⾧年
の要望活動により実現した道路も多い。
（▼郡山国道事務所⾧による講演会）

会津縦貫道を含む米沢～小山間の建設促
進を目指し、要望活動を展開。
（▼米沢での移動幹事会、R1年度）

商工観光、武道・スポーツ団体等で組織
し、複合施設としての武道館建設を要望。
（▼県当局への要望、R1年度）

関係団体事業活動①
－それぞれの目的を持ち１１団体が活動ー
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会津若松地区警察官友の会 会津若松自衛隊協力会 磐越西線ＳＬ等運行・
活性化協議会

社会秩序の確立に貢献するため警察官の
活動を支援。
（▼夏の激励慰問）

市民レベルでの自衛隊活動の理解を深め
る。
（▼自衛隊音楽祭、R1年度）

磐越西線沿線地域の活性化を図るため、
運行改善、利便性向上等を要望。
（▼会津若松駅⾧を囲む意見交換会）

会津若松税務関係団体協議会 あいづ芸妓振興友の会 会員募集中
会員を募集しています。ご興味のある方
はご連絡ください。

（業務推進課 TEL27-1212）

税務署との連携により、正しい税制度の
周知等、自主申告納税を推進。
（▼理事会）

稽古支援や周知広報等を行い、芸妓文化
の振興と支援に努める。
（▼支援金贈呈）

関係団体事業活動②
－それぞれの目的を持ち１１団体が活動ー

団体名 年会費

会津地区道路整備期成同盟会 １万円

会津若松自衛隊協力会 ２千円～

あいづ芸妓振興友の会 ２千円～

会津若松地区警察官友の会 １万円～

会津ＥＵ協会 無料
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◆ＬＯＢＯ調査（商工会議所早期景気観測調査）
◆中小企業景況調査
◆市内商店街空き店舗状況調査
◆新型コロナウイルス感染症の影響に関する

緊急アンケート調査（２回）
◆プレミアム商品券 取扱店・利用者アンケート調査

◆簿記検定（受験者３７８名）

◆リテールマーケティング（販売士）検定（受験者２３名）

◆福祉住環境コーディネーター検定（受験者２３名）

◆日本漢字能力検定（受験者５０名）

◆珠算能力検定、暗算能力検定（受験者１９８名）

調査事業／検定事業
－経営に役立つ各種調査・検定試験を実施ー
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◆会議所ニュース（毎月発行）及び市民版（5・10・３月発行）
◆ホームページ ◆創立80周年記念誌 ◆会津ゆかりの地カレンダー
◆あいづうまいものガイドブック ◆運転免許証自主返納者向けサービス店ガイドブック 19

広報 －様々な媒体で事業や経営情報を発信ー



令和２年度も、商工会議所事業へご支援ご協力
を賜り、誠にありがとうございました。

新型コロナウイルスの感染拡大により、新しい
生活様式が導入され、それが新たな日常になりま
した。これは事業活動にも大きな影響を及ぼし、
経済活動の概念が根底から覆されてしまいました。

私たちはこの状態の⾧期化を想定し、今後も感
染リスクを回避しながら、経済活性化に向けて全
力で取り組んでまいります。

今後ともよろしくお願い申し上げます。
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